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（公印省略） 

福指第588号  

令和５年８月10日 

介護サービス事業者 代表者 各位 

 

福 岡 市 長 高 島 宗 一 郎   
（福祉局高齢社会部事業者指導課）   

 
 
 

適正な介護サービスの提供及び法令遵守の徹底について（通知） 

 

 

 本市指定の介護サービス事業所において、下記の不正事案があり、介護保険法(平成９年法律

第123号)の規定に基づき、本日付けで３法人３事業所に対し、行政処分を行いました。 

 今回の事案は、匿名の情報提供や運営指導を契機として、不正が確認されたものでした。 

本市は、再発防止のため、今後も不適切な運営を行っている恐れがある事業者に対しては、

事前通告なしの監査等を実施し、悪質な場合は指定取消しなどに加え、刑事告訴も検討します。 

介護保険制度は、公費（税金）や保険料を財源として運用されており、市民の信頼のうえに 

成り立っていることを、介護保険事業に携わる一人ひとりが改めて自覚して運営する必要が 

あります。 

貴職におかれましては、令和２年３月27日付保指第1467号「適正な介護サービスの提供   

及び法令遵守の徹底について」等で通知したとおり、自主点検を実施するなど、サービス提供

と介護給付費請求の適正化を図られていることと存じますが、今後ともこれらの点検を定期的

かつ確実に実施するとともに、法令遵守の徹底に取り組んでいただきますようよろしくお願い

します。 

 

記 

 

１ 不正事案の概要 

別紙のとおり 

 

２ その他 

（１）自主点検について 

本市ホームページに掲載している基準適合表などを活用し、自主点検を行ってください。 

自主点検の結果、各種加算も含め介護給付費の算定誤りがあった場合は、過誤調整により 

請求の適正化を図るとともに、自主点検（過誤調整の手続きを含む）の結果を記録し、   

点検日から５年間保管してください。 

なお、今後実施する運営指導等において、自主点検が適切に行われておらず、不適正

な請求が確認された場合は、引き続き法人代表者との面談指導などを行います。 
 

※ 基準適合表の掲載場所 

福岡市HP > 健康・医療・福祉 > 高齢・介護 > 事業者の方へ > お知らせ       

> 介護保険サービス事業者の基準適合表 
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※ 過誤調整について  

 福岡市HP > 健康・医療・福祉 > 高齢・介護 > 事業者の方へ > 届出・申請手続き 

> 介護報酬等の過誤処理について 

 
（２）加算の算定について 

加算の算定要件を十分に理解せずに加算を請求し、要件に適合していない状況が  

長期間継続した結果、返還金が高額になる事案が発生しています。 
各種加算は、その算定要件を満たし、より質の高いサービスを実現した場合に、   

請求できるものです。加算の算定要件を満たしていなかった場合は、過誤調整等による

返還が必要となりますので、ご注意ください。 
改めて集団指導資料（「実地指導における不適正事例」を参照）や関係法令等を      

確認いただき、適正な介護報酬の請求に万全を期してください。 

 
 

 【問い合わせ先】 
福岡市 福祉局 高齢社会部 事業者指導課 

指導調整担当 Tel : 092-733-5348 
在宅指導係  Tel : 092-711-4257 
施設指導係  Tel : 092-711-4319 
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 令和５年８月10日 

福祉局高齢社会部事業者指導課 

 

 

介護保険指定事業者に対する処分について 

 
 

Ⅰ 処分の概要等 

１ 訪問介護事業者の不正 

（１）事業者・事業所の概要 

事業者名 

(住所・代表者氏名) 

株式会社エクス・ライフ  

（南区曰佐五丁目12番５号 ・ 代表取締役 永尾
ながお

 耕
こう

策
さく

） 

対象事業所名(所在地) ケアセンター つるのさと （南区曰佐五丁目12番５号） 

実施事業 訪問介護、介護予防型訪問サービス 

 

（２）事案の概要 

令和２年５月から令和４年11月までの間、当該事業所による訪問介護を提供していないにも関わ

らず、提供した旨の虚偽の記録を作成して、給付費を請求し、受領したもの。虚偽の内容は、同法

人運営の住宅型有料老人ホームの一部入居者（計15名）に対し、老人ホーム従業者による訪問介護

計画に基づかない簡易な援助が行われたことをもって、当該事業所による訪問介護と装っていたも

の。 
また、平成30年６月から令和４年12月のうち計49か月間、当時の管理者が、同法人運営の他事業

所において複数の職種を兼務し、常勤の人員基準に違反していた。 

 

（３）返還請求額 

44,919,127円（不正受領額：37,308,861円、追加徴収金（※）：7,610,266円） 

  ※不正受領額のうち２年分に係る額（19,025,666円）の40％ 

（法第22条第３項及び第200条第１項の規定による） 

 

（４）処分の内容 

指定の取消し（処分決定日：令和５年８月10日、指定取消日：令和５年９月30日）  

  

２ 認知症対応型共同生活介護事業者の不正 

（１）事業者・事業所の概要 

事業者名 

(住所・代表者氏名) 

社会福祉法人彩雲の詩 

（西区今津6015番地 ・ 理事長 石橋
いしばし

 征四郎
せいしろう

） 

対象事業所名(所在地) グループホーム 海の花（西区今津6015番地） 

実施事業 認知症対応型共同生活介護、介護予防認知症対応型共同生活介護 

 

（２）事案の概要 

令和４年６月の事業者指定申請において、人員基準を満たすよう偽装するため、介護従業者とし

て当該事業所に勤務予定がなかった計11名の者を配置する旨の書類を作成して市に提出し、不正の
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手段により令和４年７月１日付けの事業者指定を受けたもの。 

なお、指定から約半月後に必要な人員を配置し、基準違反の状態は解消していた。 

 

（３）返還請求額 

なし（指定から約半月後に必要な人員を配置し、基準違反の状態は解消していたため。） 

 

（４）処分の内容 

指定の一部効力停止３か月（令和５年８月11日から令和５年11月10日まで） 

※新規利用者の受入停止 

 

３ 居宅介護支援事業者の不正 

（１）事業者・事業所の概要 

事業者名 

(住所・代表者氏名) 

有限会社中山メディカル・サービス 

（早良区梅林六丁目10番３号 ・ 代表取締役 中山
なかやま

 政子
まさこ

） 

対象事業所名(所在地) ケアプラン おあしす ありた （早良区有田六丁目２番５号） 

実施事業 居宅介護支援 

 

（２）事案の概要 

居宅介護支援事業者は、利用者に対し少なくとも月に１回モニタリング（居宅サービス計画の実

施状況の把握）を実施し、記録するよう運営基準で定めているが、平成 30年１月から令和４年４月

の間、当時の管理者兼介護支援専門員が、一部利用者に対するモニタリングの実施や実施記録の作

成を怠っていたもの。 

当時の管理者は、上記運営基準違反が給付費の減算に該当することを認識していながら、減算を

行わず給付費を請求し、その他関連する加算についても、算定要件を満たさないことを認識してい

ながら加算を請求し、受領したほか、福岡市の監査において、モニタリング実施に関する虚偽の記

録を提出した。 

 

（３）返還請求額 

25,704,936円（不正受領額：23,299,828円、追加徴収金（※）：2,405,108円） 

  ※不正受領額のうち２年分に係る額（6,012,771円）の40％ 

（法第22条第３項及び第200条第１項の規定による） 

 

（４）処分の内容 

指定の一部効力停止６か月（令和５年８月11日から令和６年２月10日まで） 

※新規利用者の受入停止 

 

Ⅱ 利用者への対応 

１の事業者は、利用者へのサービス継続を図るため、処分決定日（令和５年８月10日）から約１か月

半後を指定取消日とし、当該期間中に別事業所への引継ぎを行うよう求める。２及び３の事業者につい

ては、処分決定日（令和５年８月10日）の翌日を効力発生日とし、当該効力発生日から起算して新規利

用者の受け入れを認めない効力の一部停止（※）を行う。 

※ 利用者の処遇確保及び混乱を避けるため、業務の全部停止ではなく一部停止とする。 
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